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要　旨　日本産のヒトリガカゲロウの学名 Oligoneuriella rhenana Imhoff は過去の標本を精査し
た結果 , 正しくは Oligoneuriella pallida Hagen であることが分かった．本種の日本における記
録を整理するとともに，これまで未記載であった卵を本報告で初めて記載した．
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　ヒトリガカゲロウの日本における記録は上野（1941）
が初めてで，その学名はヨーロッパに産する種と同一
の Oligoneuriella rhenana Imhoff, 1852が与えられた．
ヒトリガカゲロウはヒトリガカゲロウ科に属し日本か
らは本種のみ産する（Ishiwata, 2017）．本種は関東平
野と日本海沿岸の河川に分布するとされ , 関東平野で
は利根川及び荒川の下流部やその周辺の農業用水に生
息するとされており，羽生，加須，越谷，野田にその
記録がある（橋本，1955; 橋本・大熊，1978；埼玉県，
1987；石綿，2001）．上記報告によると1950年代の夏
期（8月上旬から中旬）の午後8時前後には，おびた
だしい数の成虫が灯火に飛来したとされたが , 1950年
以降急激にその数を減らしたとされている．
　ヒトリガカゲロウの生息する水域は，農薬などの化
学物質をはじめとする水質汚染や河川改修等の人為的
な影響を受けやすく，本種の生息環境に負の影響を与
えているとされる（埼玉県 . 2008；千葉県，2011）．
多くの水生の動物がそうであるように，平野部にその
生息域をもつ本種もまた，その生育に壊滅的な影響を
受けたと考える．河川の有機汚染の指標である BOD
の数値は，1980年代をピークに利根川 , 江戸川 , 荒川
などの下流域では , その後徐々に水質汚染が改善され
る傾向にある（国土交通省関東地方整備局，2017）．
しかし本種はこの記録（採集記録は1985年及び1986年：
被検標本の項参照）を最後に，それ以後確認されてな
い．また，平成10年度以降河川生物を対象とした全国
的に実施されているモニタリング（河川水辺の国勢調
査）（国土交通省，2017）においても本種の記録はない．
　一般にカゲロウ目昆虫の幼虫は成虫と比較してその
生活史期間が長いこと , 河床の石礫周辺に生息するた
め水網を使った掬い取り法で比較的容易に採集できる

ことが多い．しかしヒトリガカゲロウの幼虫の場合 , 
生息環境が大河川の下流部の河床であることから接近
に困難を伴うことが多く，日本産カゲロウの中で最も
採集が困難な種であるといえる．そのため渇水期や石
礫の多い河床を探しながら調査を実施した経緯がある
が，幼虫は未だ採集されてない．また成虫においても
灯火採集で比較的容易に採集できると考えられるが幼
虫同様，現在に至るまで確認されてない．したがって
1986年の野田市の利根川本川における本種の記録が最
新であり，過去30年以上確認されてないことになる．
　これらのことからヒトリガカゲロウは環境省のレッ
ドデータブックでは，準絶滅危惧種（NT）として位
置づけられ , 埼玉県（2008, 2017）でも絶滅危惧種（IB）
として位置づけられている．千葉県では，2000年以降，
最重要保護生物にランクされている（千葉県，2011）．
　本報告では過去に採集された日本産ヒトリガカゲロ
ウの標本・文献情報と世界の近縁な種の形態や分布情
報を比較検討しその学名について検討した．

結果と考察

Oligoneuriidae
ヒトリガカゲロウ科

Genus Oligoneuriella Ulmer 1924
ヒトリガカゲロウ属

Oligoneuriella pallida Hagen, 1855
ヒトリガカゲロウ

図 １- 3
Oligoneuria rhenana var. pallida Hagen, 1855: 268-

269 （male. female）.
Oligoneuria pallida: Eaton 1871: 56 （male, female）
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Oligoneuriella pallida: Sowa 1973: 660-662 （nymph）
Oligoneuriella rhenana: Uéno, 1941: 19-20 （male） 

[Honshu （Niigata）]; Uéno, 1950: 122 （male, 
female） [the Sea of Japan coastline of Honshu 
and Honshu]; Hashimoto, 1955: 72（nymph）. 
[Honshu （Saitama: Kazo, Hanyu）]; Ishiwata, 
2001: 183 （male, nymph）. [Honshu （Chiba）]; 
Ishiwata & Takemon, 2005: 99 （male, nymph）. 
Misidentification.

Oligoneuriella mikulskii Sowa, 1961: 287-293 
（nymph）. Synonymized by Mol （1984）.

Oligoneuriella poecile Ikonomov, 1962: 69-77 （male, 
female）. Synonymized with O. mikulskii by 
Sowa （1973）.

Oligoneuriella mongolica Soldan and Landa, 1977: 13 
- 14 （male，female，subimago）. Synonymized 
by Kluge （2004）.

Specimen examined. Japan. Chiba. N: 35.9396769, E: 
139.8469646, Noda-bashi, Edo-gawa River, Noda-shi, 
22-VIII-1985, S. Kanada, 1 nymph, 1 excuvia; Chiba. 
N: 36.102775, E: 139.787031, Sekiyado-sangenya, 
Tone-gawa River, Noda-shi, 8-VI-1986, S. Ishiwata, 
1 nymph. Russia. Khabarovsk. Sicle branch, 850 
km from mouth of Amur River, 6-VI-1994, K. 
Tanida, 4 males, 8 females, Light Trap.

Description of egg（アムール川産の雌成虫から摘出）．
Form ［形状］.　球体あるいは不規則な多面体（図3a，

3c）．長径 : 195.1 ‐ 276.6μ m，短径 : 187.5 ‐ 200.4

μ m（n ＝20）．
Chorion［ 卵 殻 ］. 卵 表 面 は 幾 分 凹 凸．LA（lateral 

attachment structure= 側 面 付 着 物 , in Ubero-
Pascal & Puig, 2007）（図3b 矢印）は卵殻表面に一
様に分散．

Mcropyle [ 卵門 ]．Unknown．
Distribution: Japan （Honshu）, Mongolia, Russia （Far 
East Russia, Siberia）, Europe （France, Hungaria, 
Romania, Lithuania）.

Note: 被検標本として用いた本種の日本産終齢幼虫の
体長は8 mm（図1b）及び9 mm（羽化殻），尾毛は3.5 
mm（羽化殻）．ロシア産の終令幼虫は，体長（8 mm 
- 10mm，n ＝ 3）であった．本種の卵の記載は本邦
初である．
　利根川下流域で採集された本種の幼虫の学名は，従
来ヒトリガカゲロウ Oligoneuriella rhenana とされて
いたが，利根川で採集された標本と Kluge, 1997や
Bauernfeind & Soldán, 2012が整理した Oligoneuriella 
pallida の幼虫の形態学的特徴を比較したところ１）
前肢附節に一列の短い刺毛があること（Figs. 2a，2b
矢印），２）中肢の附節と脛節の長さがほぼ同等であ
ること，３）各腿の基部に長毛の束がないこと，４）
第１葉状鰓が他の葉状鰓と比較して小さいことなどの
O. pallida の幼虫の形態形質と一致するため , ヒトリ
ガカゲロウの学名は Oligoneuriella rhenana ではなく
Oligoneuriella pallida であるとの結論に達した .
　日本で最初にヒトリガカゲロウ O. rhenana を記録
したのは，上野（1941）である . 上野（1941）は , 中

図 1 ．ヒトリガカゲロウ Oligoneuriella pallida Hagen, 
1855；a: 幼虫全形 , 石綿 (2001) を一部改変 , b: 終齢幼虫 
( 野田市江戸川産 ) .

図2 ．ヒトリガカゲロウ Oligoneuriella pallida Hagen, 
1855 ；　a: 頭部･前胸部右半分及び右前肢, b:前肢腹面.

a b a b
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国（黒竜江省ハルビン）から O. rhenana を記録する
際に，その論文の脚注で O. rhenana が新潟に産する
とした．またその後の論文で O. rhenana が , 本州お
よびその日本海沿岸地域に分布することを示した（上
野，1950）．橋本（1955）は，O. rhenana が埼玉県内
に分布することを明らかにするとともに，この幼虫の
特徴を記述した．その後の記録は , 橋本・大熊　

（1978），石綿（2001）による埼玉県及び千葉県のそれ
ぞれの報告のみである．橋本らの検討した一連の標本
は，所在不明であり（藤野，私信）現時点では精査で
きない．
　ここで上記論文中のヒトリガカゲロウに関する記述

をみると，体長は10mm 程度（上野，1950；橋本，
1955），幼虫の第１葉状鰓が他の葉状鰓と比較して小
さいことが特徴であるとされている（橋本，1955）．O. 
rhenana は，大型種で20mm に達することがあるが

（10-18mm: Bauernfeind & Soldán, 2012），O. pallida の
そ れ は10mm 程 度（9-12mm: Bauernfeind & Soldán, 
2012）でむしろ中型種に位置づけられ，被検標本の終
齢幼虫の体長も10mm 程度（前述）である．また，
第１葉状鰓は他の鰓と比較して小さいことも O. 
pallida の第１葉状鰓の特徴に一致した．以上のこと
から，橋本（1955）が埼玉県で記録していたヒトリガ
カゲロウ科ヒトリガカゲロウ属は，O. rhenana では
なく O. pallida の誤同定であったと考えられる．
　一方，上野（1941，1950）が記録した新潟県や本州
の日本海沿岸地域の O. rhenana については，この報
告以降の採集記録はない．この O. rhenana の幼虫は，
本属の他の幼虫が生息する大河川下流域ではなく，む
しろ渓流部の瀬に生息することや河川の中流域

（hyporhithralic and epipotamalic section）に生息が
認められることから（Bauernfeind & Soldán, 2012），
本州の他の地域に分布する可能性も否定できない．し
かし，この種はヨーロッパを中心に分布し現在まで確
認されている東限がコーカサス地域であること，また
中国におけるヒトリガカゲロウの採集地がハルビンの
平原を流れる松花江（アムール川の支流）であること
から（上野 , 1941; Zhao, 2013），上野（1941）が中国
で記録したのは山地渓流を生息地とする O. rhenana
ではなく , O. pallida の可能性が高いと考えられる．
現在では，中国おける O. rhenana の分布は疑問視さ
れている（Bauernfeind & Soldán, 2012）．これらの
ことから，上野（1941，1950）による中国および日本
の O. rhenana の記録は誤同定であり正しくは O. 
pallida であると考えられる．
　　Ubero-Pascal & Puig （2007）によると，O. rhenana
の卵サイズは，長径 264-297 µm，短径 161-208 µm，
大卵と報告されており，卵門は見出されてない．また，
卵殻には側面付着物（LA）が一様に分散するという．
LA は KCT（knob-terminated coiled threads= コ イ
ル状付着糸 , in Koss & Edmunds, 1974）と同様な機
能と考えられ，産卵後，水中で河床の礫などの基質に
付着する役割をするのであろう．被検標本として用い
た卵の形態は，その摘出されたステージによって異な
ることがある．これは，成虫の体内に蓄えられた卵の
状態によって，例えばランダムな状態あるいは各卵の
両極が連結して整然と並べられたれた状態など，種や
グループによって異なる（石綿，未発表）．また，産
卵後水中に産み落とされた卵は，例えば凹凸のはげし
いいびつな形状や多面球体も，多くの場合球形や卵形
などの形に変化するという（Studemann, persomnal 
comunication）．Degrange （1960）によるとカゲロウ

図3 ．ヒトリガカゲロウ Oligoneuriella pallida Hagen, 
1855 ；a: 卵の全形（アムール川産の雌より摘出 ), b: 卵
殻拡大図 , c: 卵塊（雌成虫の同一個体から抽出） .

a

b

c
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の一般的な卵サイズは，長径 100-250 µm，短径 90-
150µm とされている．前記の卵の形態の違いを勘案
しても，ヒトリガカゲロウの卵は O. rhenana のそれ
と同様，そのサイズが大きという特徴をもつことが認
められた．以上ことから日本産のヒトリガカゲロウは
O. rhenana の卵に酷似しており，両種の卵の区別は
難しいことが分かった．
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　I revised the record of Oligoneuriella rhenana 
Imhoff, which was incorrectly recorded from Japan 
as a result of misidentification of Oligoneuriella 
pallida Hagen. The egg of O. pallida was described 
for the first time.




